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第１項 水量等の処理実績 

１ 水量の実績 

年 度 
平成 

２７年度 
平成 

２８年度 
平成 

２９年度 
平成 

３０年度 
令和 
元年度 

年間処理水量[m3/年] 60,106,521 59,965,038 58,287,320 56,753,710 66,112,686 

日平均処理水量[m3/日] 164,225 164,288 159,691 155,490 180,636 

日最大処理水量[m3/日] 599,592 488,387 493,197 323,596 540,927 

日最小処理水量[m3/日] 116,044 109,141 112,062 110,753 111,604 

 

２ 増水時の水量 

年 度 
平成 

２７年度 
平成 

２８年度 
平成 

２９年度 
平成 

３０年度 
令和 
元年度 

日最大処理水量 [m3/日] 599,592 488,387 493,197 323,596 540,927 

同上月・日  9・10 9・8 10・23 8・7 10・13 

同上月・日の降水量 [mm/日] 102.5 69.0 95.5 33.0 0 

一次処理水量 [m3/日] 145,081 59,680 128,654 11,068 122,372 

 

３ 水質の実績（平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ （ ）内は最小値～最大値を表す。 

年 度 平成 
２７年度 

平成 
２８年度 

平成 
２９年度 

平成 
３０年度 

令和 
元年度 

流
入
水
質 

ｐＨ [－] 
7.2 

(6.4～7.8) 
7.2 

(6.8～7.5) 
7.3 

(6.9～7.7) 
7.2 

(6.5～7.6) 
7.2 

(6.9～7.5) 

ＢＯＤ [mg/ℓ] 132 
(26～354) 

138 
(57～787) 

131 
(30～650) 

124 
(22～764) 

123 
(28～415) 

ＣＯＤ [mg/ℓ] 80 
(18～197) 

69 
(30～304) 

89 
(22～271) 

84 
(17～389) 

84 
(26～153) 

ＳＳ [mg/ℓ] 
113 

(21～308) 
115 

(8～702) 
119 

(18～513) 
124 

(18～829) 
98 

(25～167) 

Ｔ－Ｎ [mg/ℓ] 
26 

(6～55) 
27 

(10～76) 
28 

(9～59) 
26 

(7～77) 
30 

(14～78) 

Ｔ－Ｐ [mg/ℓ] 
2.8 

(0.5～7.1) 
3.0 

(0.5～21.2) 
2.9 

(0.7～16.4) 
2.8 

(0.5～20.0) 
2.6 

(1.0～3.7) 

放
流
水
質 

ｐＨ [－] 6.5 6.4 6.5 6.7 6.8 

ＢＯＤ [mg/ℓ] 0.9 0.8 1.1 1.2 1.7 

ＣＯＤ [mg/ℓ] 7.5 7.5 7.8 7.8 6.8 

ＳＳ [mg/ℓ] 2 2 2 2 2 

大腸菌群数 [個/cm３] 0 0 0 0 0 

Ｔ－Ｎ [mg/ℓ] 11.4 12.0 12.8 12.1 11.4 

Ｔ－Ｐ [mg/ℓ] 1.13 1.25 1.16 1.15 1.06 
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４ 汚泥処理及び発電の実績 

年 度 平成 
２７年度 

平成 
２８年度 

平成 
２９年度 

平成 
３０年度 

令和 
元年度 

消化ガス発生量 [m3/年] 4,459,931 4,162,001 4,451,531 4,523,760 4,299,242 

脱水汚泥発生量[wt/年] 17,201 16,810 17,445 17,246 16,125 

平均含水率       [％] 82.6 79.8 81.2 79.6 76.3 

脱水汚泥搬出量[wt/年] 5,959 16,517 17,303 17,075 16,083 

し渣搬出量     [t/年] 211.2 221.9 238.4 223.5 328.7 

消化ガス利用量 2,868,672 2,947,133 3,035,961 3,144,779 2,388,249 

 

焼却炉    [m3/年] 1,892,832 - - - - 

発電施設  [m3/年] - 2,042,919 2,204,399 2,572,020 1,651,885 

１号ボイラ  [m3/年] 351,412 193,899 204,142 45,170 165,851 

２号ボイラ  [m3/年] 624,428 710,315 627,420 527,589 570,513 

発電電力量     [kWh/年] - 4,046,035 4,372,298 5,118,710 3,452,595 

※ 平成２７年度まで，焼却炉により場内及び場外の脱水汚泥を焼却 

※ 平成２８年度に消化ガス発電施設供用開始 

※ 1 号及び２号ボイラは，消化槽加温用 

 

第２項 流入水等の予定 

１ 流入下水量  

年 度 令和 
３年度 

令和 
４年度 

令和 
５年度 

処理水量    [m3/年] 60,592,920 59,260,524 59,297,535 

浄化槽汚泥等搬入量 [m3/年] 41,975 41,975 41,975 

脱水汚泥搬出量    [wt/年] 18,297 18,297 18,297 

し渣搬出量     [t/年] 514.4 549 549 

※ 平成３２年３月から浄化槽汚泥等受入施設供用開始により脱水汚泥等搬出量増 

 

２ 計画流入水質 

年 度 
令和 
３年度 

令和 
４年度 

令和 
５年度 

流入水質 
（計画値） 

ＢＯＤ  [mg/ℓ] １８３ 

ＳＳ    [mg/ℓ] １４９ 

受入汚泥等 
（計画値） 

ＢＯＤ  [mg/ℓ] ６，５３３  

ＳＳ    [mg/ℓ] １５，８７１ 
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３ 変動費原単位基準              

 
 

項目 
単位 

実績 予定数量 

H29 H30 R1 R3 R4 R5 

処理水量 m3/年 62,084,412 60,106,521 66,112,686 64,899,555 65,131,330 65,306,530 

（参考） 
浄化槽汚泥等 

m3/年 - - - 37,216 41,975 41,975 

  

電力（従量） 
（原単位） 

kWh/年 
 

kWh/㎥ 

13,365,648 
 
 

13,459,278 
 
 

13,764,384 
 
 

16,933,602 
 

0.2609 

16,991,986 
 

0.2609 

17,036,119 
 

0.2609 

A 重油 
（原単位） 

ℓ/年 
 

ℓ/m3 

15,081 
 
 

53,519 
 
 

6,582 
 
 

12,980 
 

0.0002 

98,076 
 

0.0015 

273,761 
 

0.0042 

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 
（放流水用） 
（原単位） 

kg/年 
 

kg/m3 

261,126 
 
 

353,456 
 
 

452,250 
 
 

434,828 
 

0.0067 

436,380 
 

0.0067 

437,761 
 

0.0067 

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 
（急速ろ過） 
（原単位） 

kg/年 
 

kg/千 m3 

8,746 
 
 

9,024 
 
 

9,444 
 
 

11,118 
 

0.1713 

11,157 
 

0.1713 

11,188 
 

0.1713 

高分子凝集剤 
（脱水機） 
（原単位） 

kg/年 
 

kg/千 m3 

35,400 
 
 

34,665 
 
 

32,655 
 
 

42,257 
 

0.6511 

42,408 
 

0.6511 

42,522 
 

0.6511 

凝集剤 
（常圧浮上） 
（原単位） 

kg/年 
 

kg/千 m3 

5,985 
 
 

5,430 
 
 

5,760 
 
 

6,192 
 

0.0954 

6,214 
 

0.0954 

6,231 
 

0.0954 

起泡助剤 
（原単位） 

kg/年 
 

kg/千 m3 

1,710 
 
 

1,512 
 
 

1,548 
 
 

1,720 
 

0.0265 

1,726 
 

0.0265 

1,731 
 

0.0265 

ポリ硫酸第二鉄 
（原単位） 

kg/年 
 

kg/m3 

522,182 
 
 

493,246 
 
 

517,878 
 
 

590,586 
 

0.0091 

592,696 
 

0.0091 

594,290 
 

0.0091 

※ 原単位基準は，処理水量に対する比率とする。 

※ 電力（従量）は，消化ガス発電施設における点検や故障時の買電を含めた予定数量とする。 

※ 令和２年３月の浄化槽汚泥等受入施設の供用開始に伴い，電力については１０．４％増，次亜

塩素酸ナトリウム（急速ろ過用），高分子凝集剤（脱水機），ポリ硫酸第二鉄については８％増

を見込む。 
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第３項 維持管理要求水準 

１ 水再生センターの運転操作，監視に関する業務要求水準 

(1) 水質等の要求基準は，契約基準及び法定基準とし，水処理及び汚泥処理を良好な状態に保つ

よう運転すること。なお，契約基準は，受託者が達成しなければならない契約上の年間平均値

基準である。 

ア 放流水要求基準 

項目 単位 契約基準 法定基準 

水質汚濁防止法 

悪臭防止法 
mg/ℓ 該当なし 

関係法に規定する基準 

（詳細は縦覧資料に示す） 

ＢＯＤ mg/ℓ １０ 以下 

ＣＯＤ mg/ℓ １０ 以下 

ＳＳ mg/ℓ ５ 以下 

Ｔ－Ｎ mg/ℓ ２０ 以下 

Ｔ－Ｐ mg/ℓ ２．０ 以下 

大腸菌群数 個/cm3 ２０ 以下 

※ 法定基準は，関係法により受託者が遵守しなければならない基準。 

※ 法定基準，契約基準に関する計測は，委託者が実施する。 

 

イ 汚泥脱水処理要求基準 

項目 単位 契約基準 

脱水汚泥含水率 ％ ８５以下 

 

ウ 消化ガス発電施設要求水準 

項目 単位 契約基準 

発生ガス利用率 ％ ７２以上 

※ 年間消化ガス発生量を消化ガス発電施設で利用する割合（以下，消化ガスを「ガス」とする。） 

※ 電力会社の系統連係制約下においては，発生ガス利用率は次式による。 

 （発電に利用したガス量 ＋ 系統連係制限下に利用されたものと想定されるガス量）／ガス発生量 

 

エ その他の要求基準 

項目 単位 契約基準 法定基準 

大気汚染防止法 

騒音規制法 

悪臭防止法 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

－ 該当なし 関係法に規定する基準 
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(2) 運転操作及び監視業務は，変化する処理条件に対しても施設の性能等を踏まえた適正な処理

を行うとともに当該施設の延命化に資する適切な運転操作，及びこれを安定して維持するため

の監視を連続的に行うこと。 

(3) 受託者は，自らが行う環境計測その他により，水質等の基準の未達成のおそれ等が判明した

場合は，速やかな報告その他の措置について特記仕様書第１０条にしたがい適切に対応すること。 

(4) 仕様書第１２条に係る委託者の指示に基づく運転変更等に起因する場合は，委託者が認める

その範囲において，この要求水準を適用しない。 

(5) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

２ 中継ポンプ場の監視に関する業務要求水準 

(1) 対象施設の性能等を十分理解し，大雨・異常流入・停電等に対しても，溢水被害の発生や汚

水の流出が無いよう，遠方監視制御装置により適切な監視を行うこと。 

(2) 上記の業務にて，警報等の異常が発生した場合には，委託者が提示する緊急連絡表により，

速やかに委託者に報告すること。 

(3) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

３ 設備の保守点検に関する業務要求水準 

(1) 設備機器について，各設備機器等が有している機能を正常に発揮し，かつ各設備機器の耐用

を増すための，日常点検，定期点検，臨時点検，簡易な故障修理の実施計画を作成すること。 

(2) 設備機器について，各設備機器等が有している機能を正常に発揮するよう日常点検，定期点

検，臨時点検を通し，機能の確認，整備，簡易な故障修理等を行うこと。 

(3) 点検等で異常・不良あるいは毀損等を発見した場合には，速やかに委託者に報告するととも

に，適正な処置を講ずること。 

(4) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

４ 施設管理に関する業務要求水準 

(1) 施設管理に関する業務内容を年間計画に基づいて，適時，適切に執行し，業務仕様と同等以

上のレベルを確保すること。 

(2) 年度ごとに指定する部品等の交換は，仕様変更等により性能が低下することがないよう実施

すること。 

(3) 業務の点検結果等で異常が確認された場合は，速やかに委託者に報告するとともに，修繕そ

の他適正な処置を講ずること。 

(4) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

５ エネルギー管理及び温室効果ガスに関する業務要求水準 

(1) 川田水再生センターは，エネルギーの使用の合理化に関する法律（以下「省エネ法」という。）

において，第一種エネルギー管理指定工場に該当しており，受託者は省エネ法に基づき原単位

を毎年，年平均１％以上，低減することに留意した管理に努めること。 
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(2) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・分析・整理し，委託者に提出すること。 

 

６ 環境計測に関する業務要求水準 

(1) 環境計測（採取箇所，採取方法，試験項目，頻度）は，「下水道維持管理指針（公益社団法

人日本下水道協会）」「下水道試験方法（公益社団法人日本下水道協会）」に準拠し，実施に

当たっては，施設の特性，実績等を考慮し，試験項目，頻度を選定すること。   

(2) 前記によらず日常の維持管理において，水質の総合的な把握，反応タンク内の状態把握，汚

泥処理工程の状態把握等必要とする水質試験は，別途行うこと。 

(3) 良好な汚泥処理に必要な重力濃縮槽，常圧浮上濃縮，消化槽，脱水機，汚泥焼却炉ならびに，

その他の汚泥処理工程の把握のため汚泥試験を行うこと。 

(4) 水質計測機器や水質モニター計の維持管理を適正に行い，その測定値の信頼性を確保する

こと。また，消耗部品の交換等も行なうこと。（表６－１） 

(5) その他維持管理上必要な試験及び業務を行うとともに委託者が実施する法定検査に対する協

力を行うこと。 

(6) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

表６－１ 水質測定機器等の維持管理 

設置場所 機器，モニター 台数 維持管理項目 

実験室 卓上ｐＨ計 １台 校  正 （１回/週） 

実験室 分光光度計 １台 校  正 （１回/週） 

実験室 ＭＬＳＳ濃度計（ポータブル） １台 校  正 （１回/週） 

実験室 ＤＯ計    （ポータブル） １台 校  正 （１回/週） 

反応タンク ＭＬＳＳ濃度計 ３台 
校  正 （１回/週） 

整備点検 （１回/年） 

反応タンク ＤＯ計 ４台 
校  正 （１回/週） 

整備点検 （１回/年） 

反応タンク ｐＨ計 ４台 
校  正 （１回/週） 

整備点検 （１回/年） 

着水井 ｐＨ計 ２台 
校  正 （１回/週） 

整備点検 （１回/年） 

生物脱臭設備 ｐＨ計 ２台 
校  正 （１回/週） 

整備点検 （１回/年） 

汚泥処理設備 
汚泥濃度計 

（余剰，重力，混合，脱水供給） 
５台 

校  正 （１回/週） 

整備点検 （１回/年） 
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７ 環境対策に関する業務要求水準 

(1) 悪臭，騒音の発生その他環境影響被害を防止するため，設備の運転方法，保守点検，作業方

法，機能確認等を適切に行うほか，発生源又は敷地境界等では，五感又は機器により測定を適

宜実施し，良好な環境を保全すること。 

(2) 測定結果等に異常が確認された場合は，委託者に報告するとともに測定頻度を増すなど監視

の強化を行うほか，効果的な改善策を実施すること。 

(3) 上記，実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

８ 修繕に関する業務要求水準 

(1) 当該施設ならび設備の機能が正常に発揮・維持できるよう，適切に修繕を実施すること。 

(2) 修繕に使用する部品等は，仕様変更による性能低下とならないように留意すること。 

(3) 偶発的に生じた設備などの故障，不良，破損などが生じた場合は適宜補修などを実施し，そ

の機能の回復を図ること。 

(4) 委託終了時における施設の原状回復のための補修を実施すること。 

(5) 修繕実施後の履歴を整理し，委託者に報告すること。 

(6) 実施内容の的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出すること。 

 

９ 物品等の調達・管理に関する業務要求水準 

(1) 適正な品質及び規格の物品等を調達し，施設機器の運転，耐用年数等に影響を与えないよう

にすること。（表９－１） 

(2) 常に在庫数量等を把握して適宜適切に調達し，在庫不足，品質低下等による施設運転等へ支

障を与えないようにすること。 

(3) 物品管理者及び薬品類の管理者を選任し，保管，取扱等には十分注意して適正な管理を行う

こと。 

(4) 計量証明書，品質証明書等の書類（写し）を，必要に応じ，委託者に提出すること。 

(5) 業務の履行開始日に支給する燃料，工業薬品，電気機械消耗品類，分析用薬品，分析器具等

の貸与品については，必要に応じ，その種類，規格，数量等を借用書に記載し，委託者に提出

すること。 

(6) 契約終了にあたっては，業務の履行開始日に支給された貸与品は，支給時の規格のものを，

支給時の在庫量に復すること。 

(7) 物品等の調達・管理について的確性が説明できるデータを収集・整理し，委託者に提出する

こと。 
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表９－１ 物品等の規格 

 物品名 規格 

薬
品 

次亜塩素酸ナトリウム 有効塩素１２％以上 

高分子凝集剤 必要に応じて実機試験等により性能を確認すること 

ポリ硫酸第二鉄 Fe濃度１１．０％以上 

消臭剤 （脱水機用） ポリ硫酸第二鉄又は同等以上の性能を有するもの 

消泡剤 （放流水用） 「KT-73」又は同等以上の性能を有するもの 

消泡剤 （消化槽用） 「ST-216」又は同等以上の性能を有するもの 

凝集剤 （常圧浮上濃縮用） 「ST-022」又は同等以上の性能を有するもの 

起泡助剤（常圧浮上濃縮用） 「SA-100」又は同等以上の性能を有するもの 

石
油
燃
料 

プロパンガス 
（ボイラ，給湯設備） 

JIS K2240 1種1号 

Ａ重油 
（発電機，消化槽加温ボイラ） 

JIS K-2205-1991 1種2号 

 


